
総
務
防
災
常
任
委
員
会

問
令
和
8
年
8
月
千
葉
豪
雨
お
よ
び

台
風
第
25
号
に
よ
り
浸
水
被
害
を
受

け
た
車
両
が
多
数
発
生
し
て
い
る
が
、

自
動
車
税
の
減
免
措
置
は
ど
の
よ
う

な
場
合
に
適
用
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
自
動
車
税
の
減
免
措
置
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

る
の
か
。

答
災
害
に
よ
り
自
動
車
が
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
や
、
一
時
的
に
運

行
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
自

動
車
税
の
減
免
措
置
の
対
象
と
な
る
。

周
知
に
つ
い
て
は
、
県
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
新
聞
な
ど
の
各

種
媒
体
を
通
じ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々

に
向
け
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

総
合
企
画
企
業
常
任
委
員
会

問
令
和
8
年
8
月
千
葉
豪
雨
と
、
台

風
第
25
号
に
よ
る
工
業
用
水
道
事
業

に
お
け
る
佐
倉
浄
水
場
の
ポ
ン
プ
設

備
の
故
障
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

被
害
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
受
水
企
業
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。

答
令
和
8
年
8
月
千
葉
豪
雨
に
よ
る

浸
水
被
害
に
よ
り
5
台
あ
る
送
水
ポ

ン
プ
の
う
ち
2
台
が
、
台
風
第
25
号

に
よ
り
全
て
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
不
能

と
な
っ
た
た
め
、
一
部
の
受
水
企
業

に
対
し
て
送
水
を
停
止
し
て
い
る
ほ

か
、
使
用
水
量
の
削
減
を
依
頼
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

速
や
か
に
修
繕
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
追
加
費
用
に
つ
い
て
、
今

後
の
補
正
予
算
等
で
対
応
し
て
い
く

な
ど
、
事
業
活
動
へ
の
影
響
を
で
き

る
だ
け
軽
減
で
き
る
よ
う
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

問
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
機
能

強
化
事
業
は
、
県
の
が
ん
医
療
提
供

体
制
の
充
実
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
。

答
県
で
は
、
17
の
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
等
を
指
定
し
、
が
ん
患

者
等
が
居
住
地
域
に
関
わ
ら
ず
適
切

な
が
ん
医
療
や
支
援
等
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
等
機
能

強
化
事
業
は
、
拠
点
病
院
が
地
域
で

行
う
が
ん
医
療
に
携
わ
る
医
師
等
へ

の
研
修
、
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
等

へ
の
相
談
支
援
、
緩
和
ケ
ア
提
供
体

制
の
構
築
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
拠
点

病
院
を
中
心
と
し
た
質
の
高
い
が
ん

医
療
提
供
体
制
の
確
立
が
期
待
さ
れ

る
。県

と
し
て
は
、
相
談
支
援
体
制
の

周
知
強
化
な
ど
を
通
じ
、
引
き
続
き
、

が
ん
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

問
令
和
8
年
8
月
千
葉
豪
雨
に
よ
る

警
察
車
両
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
補

正
予
算
で
リ
ー
ス
車
を
要
求
し
て
い

る
が
、
リ
ー
ス
車
の
塗
装
は
ど
う
す

る
の
か
。

答
リ
ー
ス
車
に
お
い
て
は
、
故
障
中

の
普
通
車
の
代
替
車
と
し
て
リ
ー
ス

す
る
予
定
の
た
め
、
塗
装
は
必
要
と

し
て
い
な
い
。

な
お
、
パ
ト
カ
ー
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
他
県
警
の
車
両
の
配
分
が
決

ま
っ
て
お
り
、
手
続
き
後
、
千
葉
県

警
察
仕
様
の
塗
装
に
変
え
て
使
用
予

定
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
警
察
機
動
力
を
確
保

し
、
治
安
維
持
に
支
障
を
来
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
。

商
工
労
働
常
任
委
員
会

問
令
和
8
年
8
月
千
葉
豪
雨
に
対
す

る
、
被
災
小
規
模
事
業
者
再
建
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

併
せ
て
、
被
害
中
小
企
業
者
等
に

対
す
る
低
利
融
資
の
た
め
の
利
子
補

給
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は

ど
の
程
度
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
の
か
。

答
被
災
小
規
模
事
業
者
再
建
支
援
事

業
の
、
迅
速
か
つ
、
的
確
な
支
援
を

図
る
た
め
に
は
、
被
災
企
業
の
情
報

を
把
握
す
る
市
町
村
や
商
工
会
、
商

工
会
議
所
と
の
連
携
が
重
要
で
あ

り
、
こ
う
し
た
団
体
と
の
情
報
共
有

を
密
に
し
な
が
ら
、
支
援
を
必
要
と

す
る
被
災
企
業
に
対
し
、
着
実
な
支

援
策
が
行
き
届
く
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

ま
た
、
被
害
中
小
企
業
者
等
に
対

す
る
利
子
補
給
に
よ
る
負
担
軽
減
は
、

低
利
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の

市
町
村
認
定
枠
を
利
用
し
た
場
合
、

利
子
補
給
前
は
2
・
45
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
も
の
が
、
利
子
補
給
後
は

1
・
95
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。

農
林
水
産
常
任
委
員
会

問
新
品
種
海の

り苔
「
黒く
ろ

の
頂
い
た
だ
き」
の
今
後

の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
令
和
8
年
度
は
、
海
苔
の
初
入
札

会
や
百
貨
店
で
の
千
葉
県
フ
ェ
ア
な

ど
の
機
会
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

令
和
9
年
度
は
、
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

を
活
用
し
て
本
格
的
な
販
売
促
進
を

行
っ
て
い
く
。

県
土
整
備
常
任
委
員
会

問
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
お
け
る
車
両
進

入
防
止
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
内
容
は
ど
う
か
。

答
県
が
管
理
す
る
道
路
の
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
24
カ
所
あ

り
、
令
和
7
年
度
か
ら
、
優
先
順
位

の
高
い
4
カ
所
に
お
い
て
、
エ
ア
ー

遮
断
機
の
設
置
に
向
け
た
設
計
を
進

め
て
き
た
。

今
回
の
補
正
追
加
予
算
で
は
、
4

カ
所
に
つ
い
て
エ
ア
ー
遮
断
機
を
設

置
す
る
工
事
お
よ
び
残
る
20
カ
所
の

設
計
を
進
め
る
た
め
3
億
6
千
万
円

を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

引
き
続
き
、
県
が
管
理
す
る
道
路

に
お
け
る
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
つ
い
て
、

冠
水
対
策
の
一
層
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

文
教
常
任
委
員
会

問
高
等
学
校
等
教
育
改
革
促
進
事
業

に
つ
い
て
、
市
川
工
業
高
校
に
お
け

る
改
革
先
導
拠
点
と
し
て
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

答
新
た
に
2
つ
の
コ
ー
ス
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

「（
仮
称
）
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

コ
ー
ス
」
で
は
、
千
葉
工
業
大
学
と

の
継
続
的
な
連
携
の
も
と
、
高
度
な

学
び
を
実
践
し
て
い
く
。

「（
仮
称
）科
学
技
術
コ
ー
ス
」で
は
、

県
立
船
橋
高
校
の
探
究
成
果
発
表
会

へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
理
論
的

な
思
考
力
や
表
現
力
を
高
め
る
な
ど
、

工
業
高
校
か
ら
の
大
学
進
学
を
推
進

し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
他
の
工
業
高
校
と
連
携

し
た
作
品
製
作
や
実
習
等
に
取
り
組

む
「
も
の
づ
く
り
ス
タ
ジ
オ
」
や
、「
ロ

ボ
ッ
ト
実
習
室
」
な
ど
の
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら

県議会の情報を随時配信していますので、ちば県議会だよりと併せて、
ぜひご覧ください。

X YouTubeFacebook

※LINE受信設定のお願い
千葉県公式LINEを友だち追加後、メニュー画面右下の「受
信設定」ボタンから県政情報内の「議会・選挙関連情報」
にチェックを入れて設定してください。

県公式LINE

　9月定例県議会において、議員発議による「千葉県
フェーズフリー推進条例」が賛成多数で可決されまし
た（令和8年10月13日施行）。
　この条例は、近年、各地で自然災害が激甚化、頻発化
している中、行政、県民、事業者がそれぞれ主体的に災
害への備えを進めていく必要があることから、平時と
災害時を問わず、施設や物品等を円滑に利用できるよ
うにしていこうとするフェーズフリーの考え方を広く
社会全体に浸透させることにより、地域防災力の向上

を図ることを目的として制定されました。
　主な内容としては、フェーズフリーを推進する上での基本理念として、①日常的に利用す
る施設や物品等について、災害時にも役立つものとすることにより、災害時における県民の
心身の健康および生活の質の維持に資するものとなるようにすること、②災害時に利用す
る施設や物品等について、日常生活でも役立つものとすることにより、日常生活の利便性お
よび安全性の向上に資するものとなるようにすること、などを規定しています。
　また、これらの目的や基本理念を受けて、県は、フェーズフリーの推進に関する施策の総
合的な推進を図るために必要な体制を整備するとともに、フェーズフリーおよびその考え
方を踏まえた取り組みに関する教育の充実ならびに知識の普及のための広報および啓発そ
の他の必要な措置を講ずるよう努めることとしています。
　さらに、県民、事業者および市町村は、それぞれの立場からフェーズフリーの考え方を踏
まえた取り組みを行うよう努めることとしています。

「千葉県フェーズフリー推進条例」を可決

山本義一議員による条例の趣旨説明

選挙区 定数
長生郡選挙区 1
千葉市中央区選挙区 3
千葉市花見川区選挙区 3
千葉市稲毛区選挙区 2
千葉市若葉区選挙区 2
千葉市緑区選挙区 2
千葉市美浜区選挙区 2
銚子市・香取郡東庄町選挙区 2
市川市選挙区 6
船橋市選挙区 8
館山市選挙区 1
木更津市選挙区 2
松戸市選挙区 7
野田市選挙区 2
茂原市選挙区 2
成田市選挙区 2
佐倉市・印旛郡酒々井町選挙区 3
東金市選挙区 1
旭市選挙区 1
習志野市選挙区 2
柏市選挙区 5
勝浦市・いすみ市・夷隅郡選挙区 2

　「千葉県議会議員の定数及び選挙区等に関する条例」の改正後の選挙区
と定数は、次のとおりです。

太字が変更された選挙区とその定数です。

議員定数および選挙区の区域を変更

選挙区 定数
市原市選挙区 4
流山市選挙区 3
八千代市選挙区 3
我孫子市選挙区 2
鴨川市・南房総市・安房郡選挙区 2
鎌ケ谷市選挙区 2
君津市選挙区 2
富津市選挙区 1
浦安市選挙区 2
四街道市選挙区 2
袖ケ浦市選挙区 1
八街市選挙区 1
印西市・印旛郡栄町選挙区 2
白井市選挙区 1
富里市選挙区 1
匝瑳市・香取郡多古町選挙区 1
香取市・香取郡神崎町選挙区 2
山武市・山武郡選挙区 2
大網白里市選挙区 1

SNS

※変更前後の選挙区と定数の詳細は
1面に掲載

ちば県議会だより 令和8 ［2026］ 年11月5日（木曜日）3


